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                                                           学校法人 昭和学園 昭和幼稚園園長 橋田匡邦 
                                                  学校法人 昭和学園 昭和幼稚園 学校評価委員会 代表 中村 舞 

１． 幼稚園の教育目標および本年度の重点目標 
集団生活の初めての場として、幼児の健やかな心身及び社会的な成長を促すことを目標としています。そのためには幼児期の特徴を踏まえ、感覚を豊かにして、感覚を通して、周囲の人

間関係、環境に関わっていく生活がなされるように配慮した幼児教育を目指しています。 
２． 自己評価結果及び学校関係者評価   

評価項目 自  己  評  価 学校関係者評価委員会 
よい 普通 不十分 状  況 園としての改善策 評価点 意見 

 

①保育の計画

性 

教育理念の理解 56% 33% 11% 保育内容をいつ、どのような形式で行うか、という課

題があるが、マンネリ化にならないように試行を重ね

てきた。教員間の保育実践の見せ合い、検討が不足が

ちである。 

来年度は１クラスである

ので、園児の自発的な活動

を保育内容に結びつける

方法を検討していく。 

 

よい 

園児が自ら興味をもった遊びを見つけ伸び伸

びと活動ができるような環境が整っている。発

達段階に応じた、季節を感じる教材が工夫され

段階を踏みながら成長できる配慮を感ずる。 

指導計画 61% 39%  0% 

環境の構成 60% 40%  0% 

評価・反省 25% 50% 25% 

②保育のあり

方、幼児への対

応 

健康と安全への配慮 67% 28%  5% 全体を視野に入れて子供の様子や行動を把握するよ

うにつとめているが、自分の担当の範囲に偏りがちに

なってしまう。 

全体への視点の配慮を基

に、個々の子供の把握に勤

める。 

 

よい 

園の保育の信念に基づいて、一人一人の園児の

特性を見守り、担任を含めて全教員で園児を育

ている。園児達と教員の関係も良好である。 

子どもの理解 61% 39% 0% 

指導者のあり方 79% 17% 4% 

③教師として資

質、能力、適正等 

保育者としての良識 76% 22%  2% 教員が一つのチームであることを全体が意識してい

る。お互いに伝えあうには個人差がある。 

経験歴に関わらず伝え合

う雰囲気作り。 

よい アットホームさやチームワークの良さがあり、

その雰囲気が園児達の安心感に繋がっている。 組織の一員でのあり方 77% 23%  0% 

④保護者への対応 81% 17%  2% 教員によって接し方に個人差がある。適切に伝えられ

る方法を共有すべき。 

丁寧な対応を心掛け、信頼

関係を構築していく。 

よい 学期毎の保育記録を通して、日々の様子を伝え

てくれて、信頼感、安心感を持てた。 

⑤地域の自然や社会との関わり 21% 21% 58% 地域との接点が少ない。 園外活動を考える。 ふつう これまでの園外保育以外の方法を考える。 

⑥研修と研究 23% 57% 20% 研修機会が少ない。 園内研修機会を増やす。 ふつう 新しい保育の仕方、取り組みに期待する。 

３． 学校関係者評価委員会からの総合的な意見   
 理念や創意工夫を感じる保育内容で、＜ゴール＞ではなく＜手段＞を学ばせてもらえる園だと感じています。教員が笑顔で迎え、園全体が明るい雰囲気に包まれています。園全体で園

児達を育てていると強く感じます。今後も安心できる環境で保育をしていただきたいと願っています。 

４．今後に向けての園の取り組むべき課題 
    園内研修（活動内容について、幼児や家庭について、等）。安全管理の研修、技能の習得。 


